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海、人、地域とともに 海洋センター
「青い海」と「緑の大地」をフィールドに地域を活性化
　公益財団法人Ｂ＆Ｇ財団は、青少年の健全育成や幼児から高齢者までの心身の健康づくり、水辺の安全教育や
海事知識、環境保全の普及・啓発、地域社会の健全な発展など、公益の増進を図る事業の振興に寄与するととも
に、海洋国日本の発展を目指して設立された団体です。名称の「Ｂ＆Ｇ」は「ブルーシー・アンド・グリーンラ
ンド」（青い海と緑の大地）の頭文字であり、全国各地の「Ｂ＆Ｇ海洋センター」を拠点に、自治体や地域の活
性化などに取組んでいます。

舟形町Ｂ＆Ｇ海洋センターは「特Ａ」評価です

Ｂ＆Ｇ海洋性レクリエーション指導員
　　　　　　 「センター・インストラクター」

　舟形町Ｂ＆Ｇ海洋センターは、これまで14年連続で「特Ａ」評価を獲得しています。これは、Ｂ＆Ｇ財団が
行う海洋センター評価制度であり、海洋性スポーツイベントや町スポーツイベントの開催などを独自の評点基準
に基づき採点・ランク付けするものです。10年連続「特Ａ」評価で表彰を受けたのは、令和５年１月時点で全
国465施設のうち、舟形町Ｂ＆Ｇ海洋センターを含む15施設のみです。
　Ｂ＆Ｇ財団では、最優良評価である「特Ａ」評価を連続して獲得している海洋センターなどに、活動に応じた
サポートを実施するために専用の支援制度を設けています。舟形町Ｂ＆Ｇ海洋センターは「特Ａ」評価を連続で
獲得している点が評価され、建物やプールの修繕工事について一部の助成を受けることとなりました。

　Ｂ＆Ｇ財団では、全国の海洋センターなどで活動する指導者「センター・
インストラクター」を育成するために、１ヵ月以上の長期合宿研修を実施し
ています。町では現在、１０名の職員がセンター・インストラクターとして活
動しています。（うち、アクア・インストラクター１名）
　令和８年度の研修には、町からも１名の職員が参加しました。研修は沖縄
県本部町のマリンピアザオキナワなどを会場に実施され、全国から集まった
約60名の参加者がカヌー、ヨット、水泳、指導実習、安全管理、環境学習、救急
法・救助法などを学びました。

　６月２日から３３日間、沖縄県で行われた「センター・インストラクター養成研
修」に参加しました。
　この研修をとおして、安全に水辺のレクリエーションを楽しんでいただくため
には、正しい知識と指導で水難事故を防ぐことが何よりも大切だと改めて実感し
ました。台風接近の中でのカヌー訓練では、自然の厳しさを身をもって体験しま
したが、仲間と支え合いながら乗り越えた日々は大きな財産となりました。
　今後は町民のみなさんへ、海洋性スポーツの楽しさと水辺の安全確保の大切さ
を伝えられるようがんばります。
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昭和57年に整備され、プールやＢ＆Ｇ会長杯争奪大会などで町民に親しまれている「舟形町Ｂ＆Ｇ海洋センター」。　　大規模改修が始まるにあたり、その活動を紹介します。　▼問い合わせ／舟形町Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎（32）3501
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